
　上牟田事業所で、力を入れていること
　　　　　　　　　　　　　　　栗野　竜輝
　ひまわりパーク上牟田では、特に“見える化”に力を入れています。
“見える化”とは1998年にトヨタ自動車の方の論文にて生まれた表現です。作業工程に異常があればランプの色が変化し、目で見て業務の管理ができるようにしたとのことです。
ひまわりパーク上牟田では“見える化”を
利用者の皆さんと職員を繋ぐコミュニケーションツールとして捉えるようにしています。
　コミュニケーションを円滑に取る際には、発信側が「相手が理解できるように伝える。」ことと受信側が「相手の伝えたいことを理解する。」必要があります。
そこで、職員が発信側となる際には「分かりやすく伝える」ことを意識し、伝えたいことをできうる限り“見える化”=視覚化＝可視化するようにしています。
“見える化”することで得られるメリットは、「スケジュール・見通しの可視化」「手順の可視化」「曖昧な表現の具体化」など多岐にわたります。
　ここで、 “見える化”の取り組みの一部を紹介します。
まず、利用者の皆さんが見通しを持ちやすいように、1日のタイムスケジュールを掲示しています。また、必要に応じて4段ボックスを活用し、上に入っている具体物から順に取り組んで頂くようにしています。このように、順番を視覚化することによって、一目で次に取り組むべき課題や作業が分かるよう工夫をしています。
その他にも、作業の手順カードを絵や矢印等を用いて作成しています。口頭での説明だけでは、曖昧になってしまう手順をより明確化することで、誰もが作業を出来るようになり、利用者さんの自信へと繋がるように心掛けています。
今後も、“見える化”の質の向上を目指し、
計画、実行、評価、改善を繰り返していきたいと思います。利用者の皆さん一人一人に適したツールができるように職員一同、力を合わせて創意工夫に取り組んでいく所存です。
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